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問 1 
(1)  
  
 
(2)  双極子モーメントとは結合または分子全体の分局の程度を表す尺度である。双極子

モーメントは原子間の結合方向における電子の分布状態と結合距離に応じて変わる。
原子間の距離が遠いほど、また、電気陰性度の差が大きいほど双極子モーメントは大
きくなる。 

問 2 
（１）  逆相クロマトグラフィーは移動相である液体と固定相である固体の間での物質の

分配を利用した分配クロマトグラフィーのうち、固定相の極性が移動相の極性より
低いものの名称である。固定相と溶質との相互作用は疎水性相互作用が主である。
逆相クロマトグラフィー用カラムの充塡剤としては，シリカゲルを担体としてアル
キル基などを化学結合させたものと樹脂を基本とするものの 2 種類がある。移動相
は水あるいは緩衝液と有機溶媒の混合溶媒であり、有機溶媒の種類、有機溶媒の割
合、緩衝液のｐH 等を調整して分離に適した条件を探すことができる。用途は、水
溶性から水に溶けない有機化合物まで幅広い物質の分離である。（290 字） 

（２）  サイズ排除クロマトグラフィーは溶液中の分子サイズのちがいを利用して成分を
分離するものの名称である。使用するカラム内の充てん剤には、細孔が数多く存在
する。さまざまなサイズをもつ成分の分子がカラム内を流れていく際、小さなサイ
ズの分子は充てん剤細孔の奥まで浸透しながらゆっくり流れ、大きなサイズの分子
は細孔に入れずにカラム出口へ流れていく。その結果、カラムから溶出順は、大き
なサイズの分子ほど速く、小さなサイズの分子ほど遅くなり、分子の大きさによっ
てふるい分けされる。これが分離の原理である。主な用途は疎水性充てん剤と非水
系（有機溶媒）移動相を用いて行う合成高分子の分子量分布を測定することと、親
水性充てん剤と水系移動相を用いて、多糖類やたんぱく質などの水溶性高分子の分
離分取あるいは分子量分布を測定することである。（360 字） 

（３）  薄層クロマトグラフィーとは，支持体に薄く塗布された微粉末を固定相とし，適
当な溶媒を移動相に用いて行う，一種の液体クロマトグラフィーである．分離の様
式は固定相の移動相の組み合わせにより吸着，イオン交換，分配，分子ふるいなど
様々な機構による分離法が選べるが、一般的には脂溶性物質を順相で分離するのに
用いられる。分離時間が短い、 簡易な設備で行える、 多数のサンプルを同時に解
析できる（比較できる）、呈色反応及び移動様式から構造を推定できる、定量および
分取が可能である、という利点を持ち、用途は小スケールで行う簡便な分離である。
（261 字） 
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問 4 
（１）エナンチオマーとは左図の様に鏡像関係にあるが、同一ではない異性体のことである。

中心の炭素に 4 つの異なる原子（団）が結合した不斉炭素を持つ有機
化合物にはエナンチオマーが存在する。エナンチオマーの物理的、化
学的性質、例えば沸点は同じである。 
 

 
（２）ジアステレオマーはエナンチオマー以外の立体異性体のことであり物理化学的性質

が異なる。 
HOOC

COOH

HOOC COOH   
2-ブテン酸のトランス体とシス体は互いにジアステレオマーでありの沸点は異なる。 
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